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ーでノルウェー国外務大臣演説によって正式 に 開 会 さ


























全体会議で一応全部の議題について検討され た も の
の,幾 つかの議題については,参 加を希望する国の代表
からなる3つ の非公式なワーキング ・グループが設けら











ところが,本 会議においては,従 来モラ トリアムを支
持 してきた国のい くつかが,モ ラ トリアムは現実的でな
いとしてその態度を変えて臨んでお り,一方,探 査 ・開




























わが国を含む4か 国が勧告皿一8を 未だ受諾 していな
いため,関 連するい くつかの勧告の発効が阻げられてお
り,今回の会議においてもそのことが問題 となったが,























































な お,次 回 開催 地 に つ い て は,英 国 の 招 請 に よ り,ロ
ン ドンに お い て 開 催 され る こ とに な っ た.
※)ア ルゼンチン,オ ー ス トラ リア,ベ ルギー,チ リ,仏,
日本,ニ ュージー ラン ド,ノル ウェー,南 アフ リカ,ソ
連,英,米















にこれからは野外調査旅行が頻繁に行われる こ とに な
り,基地は一段とあわただしさを増 してくる.冬明け旅
行の第1陣 として地質担当の松本径夫(リ ーダ ー),測
地担当の真部允宏,地 理担当の林正久,気 象担当の阪本
孝広,通 信担当の伊藤智,機 械担当の滝川清,装 備担当
の船木実の7名 で編成された旅行隊がKC20型雪上車2
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予定としては,9月 中旬から10月中旬にかけてのみずほ
調査,10月末から11月末にかけての沿岸調査,11月初め
から1月末までのやまと山脈調査などの長期 旅 行 の ほ














層観測をは じめ,定 常観測のほか気象,雪氷,生 物,地
球化学,医 学,地 理等多 くの観測研究を行 うことになっ
ている.
このほか,観 測隊とは別に南極マクマー ドサウン ド地
域の無害地帯である ドライバレー地域での日,米,ニ ュ
ージーラン ド三国共同観測に派遣する2名(神 沼克伊 ・
極地研助教授,中 井信之 ・極地研客員助教授 ・名大理学
部)の科学者も決った.







吉 田 菊 治|大10,銑4 :53才一.1　 .馳一一...」.　　 一...「.¶r
〃 穽 商 榮 喜!昭14,1,泌.361
〃
えの しま くに お
榎 島 邦 夫118,9,16:31
〃
か とう よし お











・.・,・7i州 電波研究所電綱 レ 次越冬
地 球 物 理





落しミ・晒 ・・|3・1 国立極地研究所研究系 11次越冬
た かイ
田 和




































後 藤 良 三 17,4,16133i-一恒 象研究鵬 層物理研究部




西 尾 文 彦121,6,19






〃 釜 場 証 三

















通 信 苦 わ 芒 20,11,3・g同音 公社新潟
14次越冬
極 地 研 ニ ュ ー ス
部 門 氏 名 年生月日(年令)所 属 備 考
通 信
やま こし あき ひさ
山 腰 明 久 昭鵯 ・1酬 融 研師 企画部
調 理 舗 舗[…7・9i・ ・1穰 灘 纏 瀦 栗橋営業所) 11次越冬　:〃 聾 塁 「・6・・,忽可 騙 駿 璽暫 獺 一
医 療 善 笛 差≡ 鯖131,5i47
.一一
広島大学医学部附属病院{
設 営 一 般 輔 識 ・鵠 ・1・81国立極地研究所事業部1・2次 越冬
○夏 隊
部 門 氏 名1生年朋(年刊 所 属 備 考
海 洋 物 理
おお にわ ゆき ひり
大 庭 幸 弘 昭20,1,3 30才
一.一.
海上保安庁水路部
海 洋 化 学
し11や ま のぶ ゆき
柴 山 信 行 23,10.2026 海上保安庁水路部
海 洋 生 物
ま やま つとむ
間 山 力 12,7.10 38 東北大学理学部
」幽w　
測 地
こ み たけ ひ二
五 味 武 彦 17,2.14 33 国土地理院測地部
地 理
の がみ みち お
野 上 道 男 ・2亀26138 東京都立大学理学部
生 物
おお やま よし くに
大 山 佳 邦 ・a・α151・ ・ 国立極地研究所研究系 オース トラリア隊 ・交換科 学者
設 営 一 般
さ とう みず お
佐 藤 瑞 雄 18,11.53・1冑音聾皆詔甕認孝養競空部)
〃
にし じま ひろ お






伊 藤 房 14,8.9 36 国立極地研究所管理部





和基地の現況等の講義,午 後は体技を中心に,消 火 訓




の受信装置の組立取扱い訓練(電 通大菅平),地磁 気 部
門では国土地理院鹿野山測地観測所で,電 離層と海洋部
門では 「ふ じ」に乗 り込んで船上観測の実務訓練を,一
方,通 信部門では送受信機の取扱い,機 械部門では車輌
その他の機械の取扱い,ま たコックはパン焼 きなどの研








当研究所の神沼克伊助教授(固 態地球科学),中井 信 之
客員助教授(名 大理学部 ・地球化学)の2名 が決 定 し
10月中旬に日本を出発,米 国マクマー ド基地で12月中旬

















極 地 研 二=Hス6号5頁 有 段13行目 の ミ ッ シ ョン ギ ヤ













1.規 模:鉄 筋コンクリー ト造,地 下1階,地 上4
階,面 積5,839m2
2.形 態1北側民家への日照を考慮 して,セ ッ トバ
ック
3.設 備:エ レベーター1基,空 調








2階:所 長室,次 長室,講 義室,各 資料室,図 書
















到着,又12日には沿岸調査旅行隊が出発 し28日帰 投 し
た.月末には基地開設以来のA級大ブ リザー ドが来襲 し
内陸棟前の通路の屋根が飛ばされる等の被害を受げた.
31日には太陽と別れたが,隊 員の健康状態も良好で ミッ
ドウインターを楽 しく過ごし隊員の志気を多 い に 高 め
た.
観測報告













区 分i・ 月 6月
平 均 気 温
月 最 高 気 温
月 最 低 気 温



























したのをは じめ,3台 の小型雪上車の幌が破損 した.対
銚子との通信は非常に悪 く6月には実用 日数がわずか10・
　
日で あ っ た.フ ラ ンス基 地 との 試験 通 信 は,ボ ル ト ・フ
ラ ンセ ・デ ュ モ ン ・デ ル ピル 共 に 良 好 に 交 信 出 来 た.他

















が,折 から天下を沸か していた福島陸軍中佐のシベ リヤ
単騎横断の対抗馬になるつもりもあったらしい.そこへ
第3の 探検家が登場 した.か ねて北極探検を狙っていた
白癩中尉が,訓練をかね,ラ イバルとして現われた.
第1次 越冬隊は,占 守島,暁 鐘島の地誌を 明か に し
た.日 清戦争勃発は,心 ならずも後事を白癩に託 した郡
司との間に深い溝を生んでしまったが,白 癩は 「占守を
藁するものロシヤを制す」 との郡司の卓見に敬意を表 し

















と気になることがある.そ れはA紙 に連載されたA女 の
人騒がせな売文を思いだす.盗作か引用かと騒 が れ た
が,我 々に縁の深い初見一雄著 『すこし昔 の話』(1969














が,そ の高さは約800mで南極大陸の3分 の1程 度しか
ない.こ のような高い大陸の原因は,そ の上を覆ってい
る氷床で,そ の平均の厚さが1,900m,霧ケ峰や戸隠山
の高さと同 じ程度の厚 さである.この氷床を除 き岩盤だ
けの高 さは400mで,この限 りでは南極大陸 も普通の大
陸になってしまう.
平均 して1.900mの厚さの氷がU本 の面積の40倍の広












た大陸の中心部の氷床は4,000m以上の厚 さを有 す る
が,そ の重みで大陸周辺へ氷床が移動 し,海に流れ出た
氷床は氷山になる.そ の移動速度は内陸部では10m,海
岸部では1km以 上にもなる.大陸の中心部か ら流れて
きた氷床は氷山になるまでに数万年はかかるのである.
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